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第１章 標準課題実習におけるヒューマンスキル等の養成にかかる試行検証

第１節　ヒューマンスキル等の養成にかかる試行検証の方法

職業能力開発大学校の応用課程で実施している教育訓練は｢応用課程の考え方｣に基づ

いたカリキュラムと教育訓練方法によって所要の能力が養成されている。カリキュラム

に盛り込まれている実習課題には、全国の職業能力開発大学校で標準的なカリキュラム

に基づいておこなわれる標準課題と各校が置かれている地域の産業界等の要望を捉えて

共同開発、受託開発などの形態をとり、実践的な内容が組み込まれた開発課題がある。

両課題とも｢応用課程の考え方｣に基づいてテクニカルスキルやヒューマンスキル・コン

セプチュアルスキルを養成できるように課題が工夫されている。

このうち開発課題は、課題に取り組む期間が１年間という長期にわたっており、課題

は地域の産業界等の要望に沿うよう設定しているため地域毎の特徴が顕著に現れる場合

が考えられる。したがって、試行検証で地域の特性が反映された課題に標準的な基準を

設けることが困難なため、全国の職業能力開発大学校でおこなわれている標準課題を試

行検証の対象とした。なお、本標準課題に対する試行検証および分析結果を元にして、

標準的な視点から開発課題における能力養成については類推できるものと思われる。

１－１　試行検証の目的

これまでの研究では、「応用課程の考え方」に基づいたカリキュラム実施の訓練の効

果として所要の能力が養成されているかをどう科学的に検証するかを目的としてすすめ

られ、その方法についての妥当性について試行検証をおこなった。その結果、概ね妥当

性のある具体的な試行検証の方法をとることで、カリキュラムにもとづいた教育訓練の

効果がある結果が得られた。

今年度の研究では、これまでの研究の経過を踏まえて同様の手法で試行をおこなうこ

とで訓練効果の検証を実施し、応用課程の適切な課題の開発や指導方法等へフィードバ

ックすることを目的とし、これまでの教育訓練の妥当性をさらに精緻化することをおこ

なった。なお、この試行検証にあたっては、３回の試行実施を確実に履行することとし

た。

あわせて、今回の研究ではより教育訓練現場で使えるように養成する能力の定義を再

編成し、試行の際に使用する質問シートについても再定義したため、本質問シートにつ

いて新たな提案をおこなうこととなった。
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１―１－１　試行検証をおこなう課題の設定　

本研究における試行検証は、表１－１に示す６校の職業能力開発大学校応用課程の学

生に対しておこなうこととした。

試行検証は、それぞれの標準課題について、課題実習に入る前、課題実習の中間時期、

課題実習の完了後の３回で実施することとした。正確な訓練効果のデータを得るために

は、この３回の時期に確実に試行をおこなう事が前提となる。

また、試行の際は同時期に同じ課題についておこなう事が理想的であるが、ヒューマ

ンスキル・コンセプチュアルスキル養成に向けた訓練の効果を検証するにあたっては、

必ずしも同じ課題である必要はないと考える。ただし試行検証の際には、学生が容易に

理解できるように配慮して提示する必要がある。

表１－１　課題学習方式等による訓練効果の科学的分析試行検証実施一覧

１－１－２　標準課題で養成する能力の定義

本研究において定義した養成する能力は、その能力の本質的な意味や現場での活動の

中での能力の相関などを考慮し、検討を加えて再定義をおこなったものである。（表

１－２「課題学習方式及びワーキンググループ学習方式において養成する能力の定義一

覧表」参照）

ここで示す表は、特性区分、ヒューマンスキル・コンセプチュアルスキル、能力の要

件を示している。ヒューマンスキル・コンセプチュアルスキルは、職業能力開発大学校

の学生に対する課題開発を通じた人材養成を想定し、養成すべき能力として再定義した

ものであり、特性区分はヒューマンスキル・コンセプチュアルスキルをある対処行動と
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してまとめたものを能力として記載している。能力の要件は各ヒューマンスキル・コン

セプチュアルスキルを満たす行動要件を示している。なお本年の研究により、能力の要

件からテクニカルスキルをできるだけ除外した結果、これまで系毎にあった能力の要件

が一本化されることとなった。

表１－２　課題学習方式及びワーキンググループ学習方式において

養成する能力の定義一覧表（例）

ここで、標準課題で養成する能力の特性区分の定義を示す。なお、特性区分に属する

ヒューマンスキル・コンセプチュアルスキルも記載したので参考としてほしい。

【特性区分】

１．課題発見・分析能力

自分たちが置かれている状況の中から、課題(理想的な状態と現実の状態とのギャ

ップ)を見つけ出し、これを解決する合理的な方法と手段を自ら見つけ出して提案する

能力

①課題発見力②調査・分析力③課題解決提案力
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２．計画推進力

課題解決の手順や方法を確実に進めるために、計画を立て、計画通りに達成まで

導く能力

④マネジメント力⑤実践力⑥リーダーシップ力

３．組織力

グループメンバーの意見を取りまとめて課題解決に向けた目的や目標および手順

や方法について共通の認識を成立させ、各人が与えられた役割を果たし、グループ

メンバをフォローし合って、グループのモチベーションを維持できる能力

⑦チームワーク力⑧コミュニケーション・調整力

⑨プレゼンテーション力

１－１－３　所要の能力の養成を検証する方法

次に、実際に所要の能力が養成できているかを試行検証するために、｢課題学習方式

及びワーキンググループ学習方式において養成する能力別質問シート｣（以下、「質問シ

ート」という）（表１－３｢課題学習方式及びワーキンググループ学習方式において養成

する能力別質問シート（例）｣参照）を作成した。これは、再定義した「課題学習方式

及びワーキンググループ学習方式において養成する能力の定義一覧表」の能力要件をも

とに質問項目の回答を検討し、整理・類型化して全科で使用できる質問シートとしたも

のである。

【質問シートの説明】

※下記の質問項目は、「～ができる。」と問いかけています。あなた自身が、それらの項

目に対して、次の「１～　５」の区分で記述された内容から、もっともそうだと思う回

答番号を一つだけ選んで回答欄に記入して下さい。
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この質問シートは、取り組んでいる課題の到達点を評価３において、選択肢を構成し

た。

また各質問項目の回答は、被験者の到達点（状態）を具体的に記載した。例えば、

｢課題を見つけられる｣の質問項目について、｢１　問題に気づくことができる｣、｢２

問題の原因を想像できる｣、｢３　問題を克服するために取り除くべき原因（＝課題）を

見つけることができる｣、｢４　課題を解決するための時間的・物理的条件を整理でき

る｣、｢５　課題の重要度に応じて優先順位をつけることができる｣とした。被験者は、

各質問項目について自身の現状の到達状態を回答することとなる。なお、多様な意味の

とれる質問項目には例を付記することで、被験者に問いかける質問の意図を明確にイメ

ージできるようにした。これらにより、被験者が自らの判断で明確に回答できるよう工

夫した。

しかしながら、被験者の回答によっては、事前に“できる”と考えていたものが実際

の課題実習の経過で非常な困難を伴い、自信を無くした結果“できない”となる場合も

考えられる。その場合は、結果的に“できた”ものが“できない”となり、能力が下が

った結果となって回答にあらわれる。この場合は、指導教員の所見として質問シートの

｢備考欄｣に記入し集計結果の分析に役立てるようにした。

また、質問シートを使った試行検証の実施は、質問シートをランダムに組替えて被験

者に実施することで回答の偏りを防ぐこととした。

この質問シートを用いて試行検証を実施する。

試行検証の実施時期については、標準課題の実習期間または長期にわたる課題実習で

は課題実習期間で訓練の進捗を考慮し区切りとなる期間のうち、｢事前｣、｢中間｣、｢事

後｣の３箇所でおこなうこととした。

なお、中間検証については、課題の進捗により影響が出る可能性もあるため、中間発

表など、課題の概ねの全体像がイメージできる時点でおこなうことが妥当と考える。
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１－２　検証結果の分析方法

質問シートを使って、試行検証をおこなった結果を集計し、分析をおこなった。

本研究においては、標準的な質問シートを使って試行をおこなったため、分析におい

て、全被験者について訓練効果の検証に関する分析をおこなうことができることとなっ

た。また、系毎、課題毎、被験者に分析を行うこととした。

１－２－１　訓練効果の傾向分析

分析においては課題毎の訓練効果の検証をおこなった。ここでは課題毎に養成する能

力別に平均値と標準偏差を算出し、各能力間の平均値の傾向と標準偏差によるばらつき

について比較した。なお、今回の６校で実施した試行検証課題は、すべて異なっている

ため課題毎の分析をおこなうことはすなわち、クラス毎の分析を行うことになる。

このほか、各科において、明らかな訓練効果の向上が見られるかについても分析をお

こなった。

これに加えて課題毎の事前検証時の平均値を基準値として個人の検証前に有する能力

値と定め、事前検証時の回答がこの基準値以上の被験者のグループと下回った被験者の

グループに分け、それぞれの群で向上した幅の平均値を算出して、向上幅に傾向が見ら

れるかも分析した。

全体の分析においては、集計結果からヒューマンスキル・コンセプチュアルスキル毎

の訓練効果について、平均値等による訓練効果の傾向を見ることとした。なお、この傾

向を見る際は、今回質問シートで評価３を課題の到達点としたことや全体の伸びを「１」

としたいことを勘案して評価することとする。なお、伸びの「１」は、質問シートの到

達状態が“１つ上位にあがる効果があった”ことをさしている。

表１－４　課題毎の訓練効果の検証（例）
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１－２－２　クラス毎の傾向分析

能力の養成状況を質問シートにより試行検証をおこなった結果は、表１－５｢課題学

習方式及びワーキンググループ学習方式において養成する能力の訓練効果の個人評価シ

ート｣（以下、｢個人評価シート｣という）で個人別にまとめた。この個人評価シートを

使い個人の能力養成の状況を把握することで、個人別の指導に役立てていくことができ

ると考える。

表１－５　課題学習方式及びワーキンググループ学習方式において

養成する能力の訓練効果の個人評価シート

個人評価シートは、１人１シートになっており、１－１－２で定義した標準課題で養

成する能力要件別に回答結果を一覧表にした。また、各ヒューマンスキル・コンセプチ

ュアルスキルの養成状況をみるために、このデータを基に事前、中間、事後の変化（伸

びの状況）を折れ線グラフで示すとともに、総括的なスキルの変化をみるために、特性

区分の変化についてもレーダーチャートで示している。なお、各被験者のそれぞれの回

答については、仮説検定をおこない、その伸びが統計上明らかな伸びであるかも検証し

ている。

さらに、個人評価シートには指導教員の所見欄を設けている。これは、検証をおこな
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った際に必ずしも右肩上がりの伸びのみ現れるわけではなく、様々の要因により回答の

自己評価が下がる場合もある。それが現れた学生に対しては指導教員の何らかの指導が

必要であると考えるが、こういった特異な結果が現れた際にこの学生およびデータの特

徴などを特記するために利用するのがこの指導教員の所見欄である。

表１－６　課題学習方式及びワーキンググループ学習方式において

養成する能力の訓練効果の評価一覧表

このような個人評価シートの結果は、個人の能力養成の傾向を把握するために必要で

あるが、クラス全体（またはグループ）の能力の養成状況を把握する場合は、クラス全

体の傾向を把握できるモノが必要になる。そこで、クラス別の集計には表１－６｢課題

学習方式及びワーキンググループ学習方式において養成する能力の訓練効果の評価一覧

表｣（以下、｢クラス別評価表｣という）を使う。このクラス別評価表では、担当クラス

の能力の養成状況を把握することができるため、クラス全体の能力養成の状況にあわせ

て適当な指導をおこなうことに利用できると考える。
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クラス別評価表は、１クラス１シートとなっており、個人評価シートのデータを集計

した表である。このクラス別評価表は、各回の質問に対する学生の回答をもとに、クラ

スに所属する学生毎に平均値等を一覧表にしてグラフ化した部分と養成するヒューマン

スキル・コンセプチュアルスキル毎に平均値等を表にして、グラフ化した部分で構成し

ている。

学生毎の回答の部分では、各回の平均値の他に事前と事後の変化の値を示している。

このほか、個人毎に仮説検定をおこなった結果について、数値の推移が妥当であると検

証された被験者については｢＊｣を記している。

また、この表の傾向を見るために折れ線グラフで表わすとともに、クラスの全体傾向

をレーダーチャートであらわし、把握することができるようにした。

養成するヒューマンスキル・コンセプチュアルスキル毎の部分では、能力毎に回答の

合計の平均と学生毎の回答の平均を表にした。この学生毎の平均の表を折れ線グラフに

示し、回答の傾向を見ることができるようにした。

これらの集約に加えて、表１－７｢科別訓練効果結果表（例）｣のように科毎の傾向の

比較もおこなった。これにより、今回の試行検証における結果について考察できるもの

と思われる。比較したデータは、｢０．１｣以上の向上が見られた人数、先の個人別仮説

検定で妥当だと判定された人数、向上した幅の平均値、｢事後｣の回答の平均である。

表１－７　科別訓練効果結果表（例）

なお、今回試行検証の分析に使用したワークシートについては、付属のＣＤに収録し

てあるので、各担当者が検証をおこなう際には活用していただけるものと思う。
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第２節 試行検証の実施

前節では、養成する能力の定義と能力の要件を示し、それを基に養成すべきヒューマン

スキル・コンセプチュアルスキルを数値化するためのツールである質問シートの作成につ

いて記述した。さらには、試行検証を行った後の結果の集約・分析についても記述をおこ

なった。

本節では、試行検証の計画や試行検証を行う対象課題について述べる。

２－１　試行検証の計画

試行検証については、下表の試行検証計画に基づいて実施することとした。

表１－８　課題学習方式等による試行検証実施一覧

２－２　試行検証の実施課題

試行検証にあたっては、各試行実施校の標準課題実習時期に合わせて実施した。ここ

で課題実習によっては、教育訓練の効果を向上させるためにカリキュラム運営上の構成

を考えて実習をおこなっていることがある。こういった場合、今回の試行検証ではある

一定の仕上がりの時点を課題実習の成果が見える時点として区切り、その間で試行検証

をおこなうこととした。

また、試行検証は課題製作期間で事前検証、中間検証、事後検証おこなうが、中間検
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証については課題製作について概ね全体像が掴めた時点である中間発表などの機会をと

らえて実施することが望ましい。

以下に今回試行検証の対象とした課題（実習）の概要について記載する。なお、ここ

では試行検証の対象課題情報として、実施施設名、標準課題名、対象者、検証期間を記

述し、課題の概要等については標準課題実習指導計画書：課題概要と標準課題実習指導

計画書：全体計画を参考に記載する。

２－２－１　生産機械システム技術科

【実施施設名】 四国職業能力開発大学校

【標準課題名】 ピック＆プレイス装置の製作

担当指導教員：神田健一教授他４名

【対　象　者】 生産機械システム技術科、応用課程１年生

１８名（男性１８名）、専門課程卒１８名

４班編成（１班４～５名：指導教員により各自の特性を考慮）

【検証期間】 平成１８年１０月５日～平成１８年１２月８日

課題製作期間：平成１８年１０月５日～１２月８日

事前検証実施：平成１８年１０月５日

中間検証実施：平成１８年１１月９日

事後検証実施：平成１８年１２月８日

本標準課題製作は、応用課程生産機械システム技術科1年次において、次の概要およ

び計画に基づいておこなった。
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２－２－２　生産電子システム技術科

（１）電子負荷装置の設計製作

【実施施設名】 東北職業能力開発大学校

【標準課題名】 電子負荷装置の設計製作

担当指導教員：中澤　直樹助教授他４名

【対　象　者】 生産電子システム技術科、応用課程１年生

２４名（男性２３名、女性１名）、専門課程卒２４名

８班（１班３～４名：指導教員により各自の特性を考慮）

【検証期間】 平成１８年１０月１０日～平成１８年１２月１５日

課題製作期間：平成１８年１０月１０日～１２月１５日

事前検証実施：平成１８年１０月１０日

中間検証実施：平成１８年１１月１０日

事後検証実施：平成１８年１２月１４日

本標準課題製作は、応用課程生産電子システム技術科1年次において、次の概要およ

び計画に基づいておこなった。
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（２）多重マルチ光伝送ユニットの設計・製作

【実施施設名】 東海職業能力開発大学校

【標準課題名】 多重マルチ光伝送ユニットの設計・製作

担当指導教員：久富光春教授他５名

【対　象　者】 生産電子システム技術科、応用課程１年生

２０名（男性２０名）、専門課程卒２０名

５班（１班４名：指導教員により各自の特性を考慮）

【検証期間】 平成１８年１０月１０日～平成１８年１２月１５日

課題製作期間：平成１８年１０月１０日～１２月１５日　

事前検証実施：平成１８年１０月１０日

中間検証実施：平成１８年１１月１０日

事後検証実施：平成１８年１２月１５日

本標準課題製作は、応用課程生産電子システム技術科1年次において、次の概要およ

び計画に基づいておこなった。
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２－２－３　生産情報システム技術科

（１）Webサーバによる受発注システムの部分構築

【実施施設名】 北陸職業能力開発大学校

【標準課題名】 Webサーバによる受発注システムの部分構築

担当指導教員：人見 功治郎助教授他１名

【対　象　者】 生産情報システム技術科、応用課程１年生

２２名（男性１８名、女性４名）、専門課程卒２２名

６班（１班３～４名：指導教員により各自の特性を考慮）

【検証期間】 平成１８年１０月５日～平成１８年１２月２１日

課題製作期間：平成１８年１０月５日～１２月２１日

事前検証実施：平成１８年１０月　５日

中間検証実施：平成１８年１１月　８日

事後検証実施：平成１８年１２月２１日

本標準課題製作は、応用課程生産情報システム技術科1年次において、次の概要およ

び計画に基づいておこなった。
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（２）生産ネットワークシステム構築課題実習

【実施施設名】 近畿職業能力開発大学校

【標準課題名】 生産ネットワークシステム構築課題実習

担当指導教員：新山　亘教授他１名

【対　象　者】 生産情報システム技術科、応用課程１年生

２１名（男性２０名、女性１名）、専門課程卒２１名

５班（１班４～５名：指導教員により各自の特性を考慮）

【検証期間】 平成１８年９月２７日～平成１８年１２月１１日

課題製作期間：平成１８年９月２７日～１２月１１日

事前検証実施：平成１８年　９月２７日

中間検証実施：平成１８年１１月　７日

事後検証実施：平成１８年１２月１１日

本標準課題製作は、応用課程生産情報システム技術科1年次において、次の概要およ

び計画に基づいておこなった。
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２－２－４　建築施工システム技術科

【実施施設名】 職業能力開発総合大学校東京校

【標準課題名】 鉄筋コンクリート造施工管理課題実習

担当指導教員：徳富　肇講師他１名

【対　象　者】 建築施工システム技術科、応用課程１年生

２４名（男性１４名、女性１０名）、専門課程卒２４名

４班（１班６名）

【検証期間】 平成１８年１０月３日～平成１８年１２月２１日

課題製作期間：平成１８年１０月３日～平成１９年３月１日

事前検証実施：平成１８年１０月　３日

中間検証実施：平成１８年１１月２２日

事後検証実施：平成１８年１２月２１日

本標準課題製作は、応用課程建築施工システム技術科1年次において、次の概要およ

び計画に基づいておこなった。
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